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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。 

OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。
文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。 
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本冊子は配布用です。 

スクリーン投影資料の内容と相違している場合があります。 
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CFOからみた経営上の重要課題 

（出展：日本CFO協会「CFO FORUM」 September2009「財務マネジメント・サーベイ」 ） 
複数回答 
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企業活動のグローバル化により複雑化する「経営」と「投資判断」 

• 日本国内で生産し海外に輸出する等、シンプルなモデル 

• 取り扱う外貨の種類は尐ない 

• プロセスの変化は小さい 

• 経営状況は見える、正しい、次の手を打てる 

• 経営のリスク、コストは小さい 

従
来 

日本 

部品 

組立 

ドイツ アメリカ イギリス 

輸出 

日本国内で材料調達・生産し、海外に輸出 

部品 部品 

EUR 

JPY JPY 
JPY 

GBP USD 

親会社説 

 

• グローバルに調達、生産、販売の展開 

• 取引通貨の組合せが多数存在 

• ビジネスモデル、プロセスは常に変化 

• 経営状況は見えない、不正確、手が打てない 

• 経営のリスク、コストは非常に大きい 

 

現
在 

THB 

部品・組立 

KRW 

部品 

CNY 

組立・輸出 

INR 

部品・輸出 

JPY 

組立・販売 

EUR 

輸出入 

GBP 

輸入・販売 

USD 

組立・販売 

BRL 

組立・輸出 

AUD 

輸入・販売 

グローバルにビジネスを展開 

経済的 

単一体説 

ツールとインフラが必要・・・IFRSとIT 
経営者視点・・・「グループ一体の経営実態」をディスクローズ 

投資家視点・・・「共通のものさし」で評価 
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新経営時代の情報システムに求められる「ITと会計」ガバナンス 
 

効率性 制度 

内 外 

四半期決算開示、決算早期化 

内部統制、説明責任 

国際会計基準 

 

システムの統合 

業務の標準化と自動化 

予防的統制 

 

 

生産性 収益性 攻 

守 

シェアードサービス 

業務と情報の集中化 

セルフサービス 

攻めの戦略立案 

グローバル化 

戦略的買収 

グローバルの財務会計やビジネストレンドにいち早く対応し、企業グループ
統一の基準を各拠点へ展開し中央で集中管理できる統制の効いたシステ
ム。 

企業グループの経営状況をリアルタイムで分析し、説明責任をはたすと共
に新たな企業価値を創出する企業戦略の立案を支援できるシステム。 
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ERP × EPM ＝「ITと会計」ガバンス＝制度対応＋企業価値最大化 

経営プラットフォーム 

EPM（マネジメント・プロセスの最適化） 

洞察 

パフォーマンス 

アクション 

戦略 

プラン 

モニタ 

分析 

報告 

調整 

•目標の設定 
•スコアカードの活用 

•予算編成 
•需要予測 

•KPI管理 
•ダッシュボード 

•多次元分析 
•要因追求 

•連結／財務 
•法定／管理 

•部門間 
•フィードバック 

EPM：Enterprise Performance Management 

ERP（業務標準化と情報の一元管理） 

財務会計 

管理会計 

プロジェクト管理 

グローバル 

キャッシュ 

マネージメント 

内部統制 

資金管理 

販売管理 

購買管理 

人事管理 

ERP：Enterprise Resource Planning 

ERP 
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（中略） 

ERP 
EPM 
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（中略） 
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ERP ｘ EPMによる経営成熟度の変化 
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戦略的差別化 

競争上の優位性 

 

マネジメントエクセレンス 

EPM 

コンプライアンス    リスクマネジメント     ガバンス 

オペレーショナルエクセレンス 

ERP 

時間 

EPM 

GRC 

ERP 



Oracleの変革 

1998当時 2003 以降 

•  国ごとの個々の企業 • マルチ・ナショナルな企業体 

• 地域ごとの機能 • グローバルな機能 

• 国ごとの複雑なインフラ • シンプルなグローバル・インフラ 

• 100以上のインスタンス • グルーバル・シングル・インスタンス 

• 一貫性のないプロセス • グローバル・プロセス 

• ローカルごとの管理業務 • シェアード・サービス・センター 

• ローカルごとの意思決定 • セントライズされた意思決定 

• 分断されたデータ 
• グローバル・インフォメーション シ

ステム 
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会計 

プロセス 

ローカル 

プロセス 販売 

プロセス 

人事 

プロセス 

購買 

プロセス 

ITインフラ 

ひとつの統合されたビジネスプラットフォーム 

販売 

プロセス 

人事 

プロセス 

会計 

プロセス 
購買 

プロセス  

ITインフラ 

ＸＸ 

プロセス 

会計 

プロセス 

ローカル 

プロセス 販売 

プロセス 人事 

プロセス 

購買 

プロセス 

ITインフラ 

会計 

プロセス 

ローカル 

プロセス 販売 

プロセス 

人事 

プロセス 

購買 

プロセス 

ITインフラ 
日本 

オラクル 

ＸＸ 

オラクル 

○○オラクル 

オラクルコーポレーション 

オラクル 

コーポレーション 

○○ 

オラクル 

○Ｘ 

オラクル 

日本 

オラクル 

ＸＸ 

オラクル 

v 

販売 

プロセス 

人事 

プロセス 

会計 

プロセス 
購買 

プロセス  
ＸＸ 

プロセス 

標準化されたプロセス 

共通アプリケーション 

共通ＩＴインフラ 

データ 
センター 

シェアード
サービス
センター 

Global Single Instance（ＧＳＩ：グローバルシングルインスタンス）による 
ITガバナンスとグローバルオペレーション（会計ガバナンス・・・）の実現 

プライベート クラウド 



Oracle GSIのスペック（会計ガバナンス視点） 

107 operating units 

34.9 billion rows of data 

693 Ledgers 

788 million GL lines 

749,000 customers 

437,000 venders 

48.4 million sales order lines 

74 million AR invoice lines 

20 years of SLA data(8 years 

converted during R12 upgrade in 

Jan 2008) 

( Updated 24-Mar-2009  ) 
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グループA 

帳簿 

グループB 

帳簿 

小会社 

A1, A2, A3 

小会社 

B1, B2 

親 

帳簿 

連結 

レポート 

（財務諸表生成機能） 

連結 

マッピング 
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統合されたビジネスプラットフォームの便益 

• コスト削減 
• 全社で10億米ドル（≒1,000億円）超／年 

• 決算早期化 
• 社内での集計作業13日（現場が四苦八苦）→4日（自動化） 
• Earning Release：約１ケ月→15日程度（親会社）/20日程度（日本オラクル） 

• グローバルキャッシュマネジメント 
• 取引金融機関180→40 
• 運用益、手数料 

• SOX法対応 
• ＃２ 
• 日本版SOX法対応の基盤（日本オラクル） 

• グローバルレポート 
• リアルタイム経営指標としての有用性 
• 週時オペレーションの実現 
• 共通の体系＝共通の言葉 

• 成長戦略の基盤 
• 2005年1月から6年間で約70社以上のM&A 
• 100日以内に顧客・パートナー、社員、製品、会社、オペレーションを統合 

第1幕 

第2幕へ 



ハードウエアベンダーSUNの統合とGSIの進化 
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第1幕 

    オペレーショナル・エクセレンスの創世期 

 

 

 

 

第２幕 

• SCM（受注～納品）を最適化 

    オペレーショナル・エクセレンスの拡大と成熟 

• 経営マネジメントの仕組みを強化 

    マネジメント・エクセレンスへの挑戦 

Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved. 
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3,135 3,022 3,195 3,552 
4,541 5,520 

7,420 8,255 
8,681 

11,214 

0%
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0 

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 

25,000 

30,000 

35,000 

40,000 

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

統合されたビジネスプラットフォームの成果 

M $ 

売上高の飛躍的向上と営業利益率の維持を両立し、顧客価値創造（研究開発投資
とM&A）の源泉となる営業キャッシュフローの増加を実現  

連結売上高 

営業キャッシュフロー 

営業利益率 

継続的な業務改革（GSIプロジェクト） 

買収戦略 

Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved. 
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LGエレクトロニクス Oracle E-Business Suite R12でグローバル・シ
ングル・インスタンスを構築、ITガバナンスと会計ガバナスを実現 

Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved. 

お客様のコメント 

テクノロジーは、その先進性を活かそうと思ったら、   
すぐに採り入れることです。 

当社は、最新バージョンR12 Oracle E-Business Suite 

を採用し、グローバル・シングル・インスタンスを構築。 

それを業務管理の基盤とすることにしました。 

LGエレクトロニクス CIO, Kim Tae Keuk氏 

 

お客様概要 

• LGエレクトロニクス 

•業種:電気機器、情報通信メーカー 

•従業員数: 82,000名 
•売上高: 476億米ドル 
•拠点数：世界39カ国に110拠点 

 
課題 

•経営の迅速な意思決定のためのグ
ローバル業務管理の向上、情報収
集の効率化 

•グループ業務のベストプラクティス
への移行に対応するグループ共通
のシステム導入 

•分散したERPシステムをグローバ
ル・シングル・インスタンスとして統
合、業務効率を改善 

•グローバルの在庫水準を容易に把
握、営業・マーケティングコストを徹
底分析可能にする 

• IT運用コストの削減 

 
 
 

導入効果 

•全世界の決算所要日数を6日から3日に短縮 

•収益分析の所要時間が6週から5日に短縮 

•生産性の20.5%向上 

• ERPシステムの運用コストの36%削減 

•グローバルで在庫、営業、マーケティング費用を可視化 

•ビジネスプロセスを導入、統合、分離する際の柔軟性の
向上 
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ITガバナンス、会計ガバナンス、XXガバナンス・・・ 
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M&A 

会計要件の変更 

監査 

マスター変更 

システム機能追加 

システムV-UP 

 

教育 

 

親会社 

子会社C 

子会社B 

子会社A 

関係会社D 

買収会社E 

親会社 

子会社A 

子会社B 

子会社C 

関係会社D 

関係会社D 

横展開モデル 統合モデル VS 
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現実は段階的、部分統合の組み合わせ  

業務システム・GLシステム 連結システム 

購買管理 買掛管理 

受注管理 売掛管理 
本社 

一般会計 

Ａ社 
一般会計 

購買管理 買掛管理 

受注管理 売掛管理 

購買管理 買掛管理 

受注管理 売掛管理 

一般会計 

関係会社C：連結システムと連携 

子会社B：GLシステムを統合 

子会社A：一部の業務システムとGLシステムを統合 

購買管理 買掛管理 

受注管理 売掛管理 

本社：すべての業務システムとGLシステムを統合 

外部システム 

B社 
一般会計 

会社 勘定科目 部門 商品 事業 
会社 勘定科目 部門 商品 事業 

会社 勘定科目 事業 

会社 勘定科目 部門 商品 

（ E R P ) ( E P M ） 

ｼｰﾑﾚｽ連携 
(ﾄﾞﾘﾙｽﾙｰ可能) 

分断された連携 
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日本企業の先進事例  

 
東芝は２０１２年度までに約１０００億円を投じて基幹情報システムを刷新、全世界で一本化する。 
・・・・ 
システム統合で本社は海外事業の売り上げや在庫の数値をリアルタイムに把握できるようになる。 
例えば複数の国や地域を経由して製造・販売した製品の１個当たりの損益も把握できる。 
部品などのコード体系もグローバルで統一。購買コストの圧縮や在庫管理の効率化につなげる。 
・・・・ 
財務・会計システムも一本化。ＩＦＲＳ（国際会計基準）に対応させる。 
人事システムは国内外での人事評価基準の統一に備える。 
・・・・・ 
ＩＴ基盤の刷新によるＩＴコストの削減効果は１２年度までに約６００億円になる見通し。 
・・・・・ 
ＩＴ基盤は相互に連携する日米欧、アジアなど５カ所のデータセンターに集約。各国・地域のグループ
企業は「企業内（プライベート）クラウド」と呼ばれる方式で各センターの機能を共用。コンピューター
の台数を減らす。国内では１１年春までに１７００台の業務コンピューターを１００台ほどに集約。 
・・・・ 
システム一本化により新興国への進出やＭ＆Ａ（合併・買収）で拠点が増えてもすぐに情報システム
を利用して事業展開できる体制が整う。グローバル展開をにらんだシステムニーズが産業界に広が
りそうだ。 
・・・・ 
  

 2011年1月12日 日本経済新聞朝刊より抜粋 
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日本企業のグループ「ITと会計」ガバナンスの事例  
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NTT様 http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/NEWS/20080615/308084/?ST=tousei  

小田急電鉄様 http://journal.mycom.co.jp/articles/2009/04/24/odakyu/index.html  

食品製
造大手B 

外食、飲料製造、不動産と、経営サイクルの
異なる多角的事業展開を支える経営基盤。 

食品製
造大手
C 

海外利益50%（連結）を支えるグローバル経
営基盤。2004年から、メインフレーム刷新の
数分の一のコストで稼動。 

金融大
手 

海外でのM&A、リスク時価評価などに対応で
きる経営基盤、決算シミュレーションなどで業
務精度も大きく向上。 

百貨店
大手 

Oracle EBS と Hyperion を使用、業務の標
準化による人材の活性化、配置の効率化、運
用コスト削減を実現。 

公共系 
大手 

グループ標準会計システムの子会社展開、
2005年から、第1ステップ9か月、3次に分け
て対象47社を本稼動。 

電機製造
大手A 

グループ標準会計システム、第１号事例（
2001年4月本稼動）。350会計単位の、頻繁な
組織変更に柔軟に対応。 

電機製造
大手B 

10年来の EBS ユーザー、国内＋海外展開。
さらなる連結早期化と可視化目指し、機能拡
張プロジェクト発足済 

精密機器
大手A 

グループ標準会計システムを活用しセグメント
別収益管理を強化。国内展開→海外子会社
へ順次展開中。 

精密機器
大手B 

本社と販社に EBS を展開済。さらなる連結早
期化と可視化アップ目指し、生産子会社への
展開を推進中。 

石油元売
大手 

複数の石油元売大手で、EBS をグループ標
準会計システムとして採用、会計業務をシェア
ード運用。 

食品製造
大手A 

M&A を含む積極的な事業展開＆再編、グロ
ーバル展開を支える財務基盤強化を目指す。 ■ Webサイト等に取り上げられた 

オラクルユーザー様関連記事 

東京海上日動火災保険様 http://journal.mycom.co.jp/articles/2008/08/25/oracle/index.html   

グループ／グローバルでの迅速な経営情報収集と、タイムリーな経営施策遂行を目指し、 
多くの企業で EBSをご利用いただいています。 

http://www.demantra.com/index.asp
http://www.360commerce.com/display.php
http://images.google.com/imgres?imgurl=http://www.stjosephshighland.org/Publications/word_icon.gif&imgrefurl=http://www.stjosephshighland.org/Employment/employeeIndex.html&h=166&w=167&sz=8&hl=en&start=5&tbnid=Xa5JesNxGC7OiM:&tbnh=98&tbnw=99&prev=/images?q=microsoft+word+icon&gbv=2&hl=en&newwindow=1
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